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           おわりに 

 

 本研究では、自閉症・情緒障害特別支援学級に在籍する自閉症のある児童生徒を対象

として、算数科・数学科における学習上の特徴を把握し、必要な指導について検討を行

った。アンケート調査の結果からは、自閉症のある児童生徒の算数科・数学科の学習に

関する際立った特徴は見られなかったが、研究協力機関による実践では個々における

様々な特徴が認められた。これらの結果から、対象児童生徒の算数科・数学科の必要な

指導を行う際には、第５章で示した指導過程、つまり、対象児童生徒の実態把握から評

価までの過程に沿って指導を行い、特に、算数科・数学科の必要な指導を行う上でのポ

イントとして、振り返りを行うことと学習内容の重点化・精選化・単元の配列の変更を

行うことの２点の重要性が示唆された。 

 自閉症・情緒障害特別支援学級の現状として、異学年の児童生徒や知的障害の程度の

異なる児童生徒が在籍していることや自閉症・情緒障害特別支援学級を担当する教員の

経験年数は全体的に浅く、特別支援学校の免許状を所有した教員が少ないことなどが挙

げられた。このような現状から、自閉症・情緒障害特別支援学級の担当教員は、自閉症

のある児童生徒の指導にも悩みを抱えていると思われる。 

 本報告書が、自閉症・情緒障害特別支援学級の担当教員にとって、自閉症のある児童

生徒の算数科・数学科の指導を振り返るきっかけになり、算数科・数学科の必要な指導

を行う上での手がかりになることを願う。 
 
              研究代表者 教育情報部 主任研究員 岡本 邦広 
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